
動画コンテンツの作成

１．スケジュール

２．内容

３.アーカイブ化に関する懸念事項
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時期 内容

令和４年８月 ５名程度の委員に就任頂き、WGを立ち上げる。
（構成メンバー案：医師、セラピスト、支援者、当事者・家族）

令和４年10月 第１回WGを開催。
（検討内容：対象、コンセプト、スケジュール等の大まかな方向性）

令和５年２月 第２回WGを開催。
（検討内容：具体的な内容）

R5年度～ １年に１本を目安に作成。

普及啓発にかかるもの
• 府民を対象として、高次脳機能障がいについて周知を行い、障がい理解を促進させるもの。

• 誰でも気軽に視聴できるよう、興味を持てるような工夫を行いたい。

• 普遍的な内容にし、何年も使用できるコンテンツとする。

• 普及啓発及び人材育成を行うため、府民や支援者等が、いつでも気軽に知識を習得することができるような「動画コンテン
ツ」を作成の上、公開を目指す。

現在実施している研修を、研修当日以外の日程でも視聴できるよう、日程や対象を限定した上で公開する場合は、
研修の質の担保ができれば実施可能。ただ、いつでも誰でも見返せるようアーカイブ化する場合は、整理する必要
がある懸念事項は以下のとおり。

• 対象者向けに毎年開催する研修では、直近の動向等を踏まえ内容の時点修正や追加を行うため、鮮度の高いものとなっているが、動画コ

ンテンツとして公開する場合は、普遍的な内容が望ましいこと。

• 研修当時の動向や情報が、現在においても通用するといった誤解を生む懸念があること。

• いつでも誰でも見れるようにするのであれば、紹介できる事例が少なくなるなど、内容が限定される懸念があること。

• 著作権（映像使用）の問題から講師の選定に苦慮する懸念があること。

資料４
普及啓発及び人材育成



普及啓発イベント

• 広く府民に普及啓発を図ることで、自分や家族の身に起きた時の対応について知ることができ、その結果、適切な支援機関
により早くつながることができると考えられる。
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１．スケジュール

２．内容

３．効果検証

• 来場者にアンケートを実施し、高次脳機能障がいへの関心度を図る。
• 効果については、来年度の部会にて報告予定。

時期 会場 内容

令和２年２月９日（日）
午前10時から午後４時まで

イオンモール大日（守口市） ・ハンドベル演奏会
・もずやんとの撮影会
・相談ブース
・工作コーナー
・ミニクイズ
・リーフレットサンプリング

令和３年７月10日（土）
午後１時から午後４時まで

イオンモール北花田（堺市） ・パネル展示
・事業所の作品展示
・相談ブース
・ミニクイズ
・リーフレットサンプリング

令和４年２月26日(土)
午前10時から午後４時まで

イオンモール日根野（泉佐野市） ・事業所の作品展示
・もずやんとの撮影会
・相談ブース
・講演会
・クイズ会

• 府民を対象として集客施設においてイベントを実施。
• 「高次脳機能障がい」という障がいがあること、自分や周囲の方にも起こるかもしれないことを知って頂くきっかけを作る。
• 専門機関に行っての相談にハードルを感じている方でも、気軽に行けるような「無料相談ブース」も設置。

➡新型コロナウイルス感染症の再拡大を踏まえ、
令和4年度に延期
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